



















































コール 1 に TMSOTf を作用させ
ると，目的の環拡大反応が進行し，
シクロブタノールが得られた。 
(B) ジエチル体基質 2 では，シクロ
ブテンのみを選択的に与えた。 
(C) 基質 3 は，シクロブテンが良好
な収率で得られた。(D) 基質 4 の場
合は，四員環化合物を与えなかった。








体 6 にすると，四員環化合物の収率が低下した。 
以上，シクロプロパン環の 1 位にアリール基を有する C, H, O 基質を用いる三員環か
ら四員環への環拡大反応を見出すことが出来た。 
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